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子 ども主体の 活動保障における軽度発達障害 （広汎性発達障害）児の 発達支援

一言語 ・社会面の 発達が顕著にみ られた 5歳 ・男児の事例か ら一

　　　　山蒔　みよ子

（静岡大学大学院修 士課程 2 年）

1　 問題 と 目的

1）問題意識

　私は 、母子 保健法で規定され て い る
一歳半健診 ・三

歳児健診や、静岡県総合発達相談などへ 発達相談員と

してか か わ っ て い るが 、 軽度発達障害が 疑わ れ る子 ど

もの 相談が多くな っ て い る。

　障害児認定を受け た揚合 に は、不十分 で は あるが 、

専門性 の確保や福祉圏域の 療育シ ステム が用意されて

お り、地域療育支援シ ス テ ム が整備されっ つ ある。し

か し、乳幼児期からの 学童期を見通 したて い ねい な発

達支援 が必要 で あ る軽度発 達障害が疑われる子どもの

場合 に は、発達支援 シ ス テ ム が ほ とんどない の が実情

で あ る 。 そ の こ とは、親 の 不安を増大させ、不適切 な

対応 に よる本人 へ の 二次障害の発生にも繋が っ て い る 。

　そ こで、2004 年 4 月、同 じ問題意識をもっ 発達相

談員と保育者 とともに、発達を決定づ ける主導的活動

で あ るあそ び を中心 とした保育 をっ く りだ し、軽 度発

達障害が疑われる子 ど もの 発達支援活動をはじめた。

　約 2 年を経た現在、そ こ に 通 う子 ど もた ちの 発 達の

変化を実感して い る 。 軽度発 達障害が 疑 われ る子 ども

に は 、
こ の ようなあ そび を 中 心 と した通園施設が 必 要

で ある こ とを子 どもの ようす か ら実証 した い と考 え る 。

2）目的

　保育園 ・ 幼稚園 に通う軽度発達障害 （広 汎 性 発 達障

害）が疑われ る子 ど もの 発達支援に おい て、大人や仲

間 （子 ども）との 相互関係 の なか で 、「その と きの 子 ど

もの 気持ち」 に 目を 向け、子 ど も主 体 に主導的活動で

あるあそ びを保障するこ とに よ り、発 達の っ ま ずきを

乗 り越 え る こ とが で きる と仮説 し、事例的に検証する。

皿　方法

1 ）対象児 の 概要

（1）生 育歴 等

　 1997年 12月 生。在胎 38 週 。 生下時体重 2
，543g 。

　定頸 3 か 月。座位 6か 月 e 初歩 1歳 1 か 月。

　乳児期 は、夜泣き、人見知 りがひ どく、癇癪も強く、

育て に くい 子 ど もで あっ た。

　3 歳保育園入 所後は、多動 ・他児に乱暴など、集団

生活に おける問題 が 表面化す る 。

（2）家族構成　父、母、本児 （A 男）、弟 の 4人家族』

（3）所属　私立保 育園 （2001 年 4 月　3歳時入 園 ）

2）発達支援を実施 した場所

　　発達支援グル
ープ　NPO まほ ろば

3）実施期間　2002年 10 月 よ り現在 ま で

4 〕総合所見 〔発達の 現状お よび問題点〕

　全体的 に 発達年齢 1歳半位の 発達の 遅れ が み られ る 。

　各領域内で の 発達の ば らつ きはみ られない e

　他者との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン がと りに くい 時 、

一
方

的 に 話を始め る。場面 に適した こ とばや 相手に 向か っ

ての こ とばが で て い ない
。 こ とばで の 指示 は とお らな

い
。

　集団の 輪の 外 に い る こ とが多く、 回避的 。 人見知 り

が 強い
。 などコ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン も含め た、対人関係 ・

社会性に問題が み られ る 。

　パ ターン 化 した行動 （常同的 、 反復的）が み られる。

　軽度発達障害 （広汎性発達障害〉が疑われ る 。

5 ）総合所見 に 基づ く支援目標

　医鬮 　ま ほ ろば 活動の 実践仮説 に 基づ き、
・発達 ス タ ッ フ が、発 達上の 課 題 を明確化す る 。

・A 男の 視覚
・聴 覚 ・持続時間 等を配 慮 し、 興 味 ・関

心が もて る場 を設定す る。
・保育ス タ ッ フ が、A 男 の サイ ン を、前後の 状況 と関

連性の なかで 共感的 に受け とめ、楽 しめ る活動 へ とひ

ろげて い く。
・発達年齢が同 じ程度 の 子どもボラ ン テ ィ ア の 活動に

A 男の 関心を引きつ け双 方 の 交流が お きやすい 状況 を

つ く りだす。
こ の ような発達支援保育の 実施 に よ り、A 男の 杜会的

不適応が軽減す る と仮説す る。

疆
　 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン も含めた、対人関係 ・社会性 の

問題を前記支援仮説 に よ っ て 支援 し、保育園等で の 集

団に お ける社会生活 の 不適応を軽減す る。

矚
・（指導者 との 1対 1 の や り と りを通 し、）対入 関 係 の

基礎を確立 する。
・
見通 し をつ けるための

“
手 がか り

”

を適切 に提案 し

て い くために、時間
・
空間の 構造化をはか る 。

靈
・A 男 の 要求を受けとめ、楽 しい 経験を 共有する 。 （＝

楽しめ るあそび をふ やす）
・視覚的な手 がか りを元にした声掛けをする。
・時間的な見通 しが立 て られるよ うな 「構造化」 を目

的 とした活動の 導入。
・攻撃的行動はは っ きり禁止 する。
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皿 　結果　　　　　　　　　　 ．　　
’．．

表 皿・1 ；対象児 の 項 目別 時系列的変化　参照
’

W 　考察 ：対象者の 発達 の メ カ ニ ズ ム と新た な評 価 ・

支援に向けて

1） 対象者 の 時系列的 変化 の メ カ ニ ズム に関する検討

　固執傾 向にあるが 、．子 どもス タ ッ フ Y 【r．君 との 関係

の なかで 調 整できるよ うに なり
、
Yr 君 と．の あそ び の

ひ ろ が りか ら
．
、「輪」 に近づ き、

『
申に入るこ どもで き る

よ うになっ

．
だ。他の 子 ども人 の 興味もでて きた 。

・
発達

検査め結果 か らも言語 ・社会領域 の 発達の の び が顕著

で あ る。

：

　強制的な声がけや注意等に よる場面の 切 り替 えや集

団指導で は なく、　　　 ．　　　 、
・A 男 の 視覚、聴 覚、持続時間等を配 慮 し、興味、関

心 がもて る場の 設定

・A 男 O
’
「みた て 」 を共感的に受け

．
とあ、

．
楽 しめる 活

動 へ とひ ろ げ る保育 ス タッ

’
フ の 存在

・生活年齢で は なく．、．発達年齢が 同 じ程度 （4 歳児1
の 子 どもス タ ッ フ．の 存在

とい う支援仮説をもっ て 、大 人 や仲間 （子 ども）との

相 互 関係 の なカ、
》で 、「そ の ときの子 どもの 気持ち亅 に

目を 向 け、子 ど も 主体に主導的活動で ある あそびを保

tt’
障 した活動 の なか で 、　A 男の 「み たて 」 や子 どもボラ

　ン テ ィ ア ．（Y 君）の 想像力 を、ス タ ッ フ が子 どもたち

　が 「楽 しい 」 と思 え る よ うな場をつ くり、A 男 の 関心

　をひきつ け （注視）、双方向の交流がおきやす い 状況を

　っ くりだ した こ とが、A 男が、子 ども集団の 中に 自 ら

　参加
’
し、対人関係等の 問題が軽減した要因として あ げ

　 られ る
．
と思わ れ る 。

．．　 ． ．　　
1・

　2） 目標設定 ・支援方法の 妥当性、支援効果 の 検討

　　A 男の 子 ども像が、広汎性発遷障害が疑われ る子 ど

　もか ら、そ の 発達障害 の 特徴が少なく．なり、発達がゆ

　っ く りな子 ども像 へ と変わっ て きて い るこ とは 、
コ ミ

　 ュ

「
ニ ケーシ ョ ン も含めた、対人関係 ・社会性の 問題が

　輊減
．
され たか らで あ る と思われ、

．
目標設定、支援方法

　が 妥当で あ っ た と考え る。

’・

　　しか し 、 週 1 回 の 支援保育の 限界 も感 じて お り、親

　 の 承 諾 の もとに、A 男が 通 う保育園との 直接的な連携

　も 必 要 で は ない か と思わ鵡る。．また、1常に変化 して い

　 く親 の 子どもに 対す る不安や問題意識 に適切 に対応 し

　て い く必 要性を痛感 して い る。

．表皿 ・ll 対 1象者 （A 男｝の 項 目別 時系列 的変化

唱
　 ．　 ：：111

1期 α  3 回） 皿期 （4〜9 回） 皿 期 （10〜15回 ）． Iv期 （16回〜1 ．

」
　　　．
登 園 時の よ うす　幽

　　　　　　　．・両競 と離れ る こ とに　　「．
・泣 かない．

　　　　　馳’楽 しみ に畳園。 ’Y君 とあそ 与の を楽しみτ　　　　卩
不安が強 く．泣 く。

． 　F
・「00 した ら帰る」と曾

　　　．・
箱や広 告 で作 っ た剣

．
に登園。　 　　 　　

．
幽 　　．　　　　　　7． い続 ける。 な ど必 ず持参す る。 ’・広告で作 つ た剣を 持肄。
．コ ミニ昌 ケーシ 尹

ン　　　　　　　，　　　　−
・

脹 鑓 も多く、多弁 で
・対話場面 で の疎通性少 冒

対貼場面 で双声向 ・対話 場 面 で時 々 双 方向

鹽ある が．対 話掛 面では しで て きた、 （
一） （＋）． 「卜

疎通性 が乏 しい。 、 ．r ．
．’　「

．・
反 響書語 多い。　　　　． ・

反 響冒陌 あ り。 ・反  冒語少 な い 。．∵ ・
反響 冒請 とき どき。

・こ と．ぱでの指示 （一）髄　　．曽
・
こ とばで の指 示 （＋｝「

・人称髏用 あ り。　　　　　　噛
・場 面に あ っ た こ とば がで　　　　　　．

・
こ とばでの要 求 〔＋ 1 るよ うに な っ た。

対入 関係 ・社 会性 ・ヂラ ツ とみる が ．輸
．
細 作活動 断 り紙 な ど）

．・
嶺めそば心 ・る6

・ト　　　　　　　　　．幽・Y 君 のつ なぎで あ そび が

　　　　　　層「　　　　　　．　　　　　　．　　　　「 ゆ ら遠 ざか るb ．　　　　　　． ．にお い て 他児 の槙依をす 1・あそ び に 騰 うの はお 広が る．
：　 噛　　　r

・人 見知 り蜂い ．特定 る． となの み。・ ・輪に 近づ き、輪の なか に

齟
　　．
の T との み 関われ る。 ・バ トン リ レ

ー
をする。 ・

ス タ ッ フ が L 対 1対
　　　　　　　　　　「
出た り入 った り。

1　 ．、 ．．　」． 』．
i　　　 ・　 』 応で あ る こ とが多いξ

． 　　　　　　．
」 F

行 動面 　　 　　 、
　
，
　　 　　　　 　　

．’、　 1 ．．
・降圃時刻 を気にして T　　　　　　　　　L「：

・前回の 括動を記噫 し、　1 ・常 同 行動 （箱 を紙で ・Y君 と 2 人 で行動す凱

へ何度 も時間の 確 隠 を T へrOO は ？ 1 と問 う．包み袋 に 入 れ る 1後に ・Y 君 を摸倣す る。唱 　　　　1
す る。

． 幽
活動 に 参加 。

r　I1
　 ．「」．

「．　　　　　　　F
こだわ り   　 ・ ．・興味の 偏りとそ れへ．1、

昌 ．．・固執傾向ほあ るが；他者

層 ．ρ固 執傾向が あ る
．． 」 1｛「 F ， 〔Y 君） ζρ関係 の中で、

鹽1 ，「」 −　齟 調 董で きるこ とがあ る。．’
興味 ・閲心

　」．・凵刈 ケン ジ ヤ
ー など ・ヒ

ー
ロ
ー

キ ャ ラ グター ・箱 を ピ ニ三
ル 袋に入

』　−
他 の 子 どもぺ め興味 （＋ ｝

’
、．．． 「

ヒ
ー口 」 キャラ ク タ

ー．・
折 り紙 れて 持 ち歩く、

　　　　．．
．・’昆虫 ・恐 竜

・
　 　　 ．・

あそ び
．、・・’

　　　　　F− 、・もてあそび
．

　F ・
模倣あそび　　　

’ ・役刮 あそび 　 、「．．　　　　　　　　　1 ・
役割あそ び　　　　　　國 L．L

（本あそ ぜ
・砂 あそび） （日常隼居を再現 して楽 （み たて

・
つ もりを楽 （他の 子 とか か わ りが でF　． 」．　　ρ 　　　：　．　　rF ．． 　　　　　　　　　」　　　　　　1．

し 
　　．
しむ。役割 を楽 しむ並

　
’．

　 　 　 二．　 i
．
　 　

’
　 ．

て い る が T
．
の 援助が必 要1

・

．∴ ．．乳．・
’
：
・ 司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　．F． 」． 　　ー　　　　　　　　　　　　　ノ． i　．

　　　　　　　．
行 的なあそ的 　 　

噛．
　　．．　　　　　　　　．−
　　
噛
　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 ．し　．

コ　 　 ＊
．・・、h輪3．　　驢 脚幽

…複数の こ どもであそ びや居動 を共 に して い る状態　　　　　　　　　　　　」 噛 ヤ
』．　 　 　 　　 ．．ほ．．幽　 ・．
−　　1．

宦

」

　∫  ．
…

ス タ ッフ 　．「Y 君」 子 ども．ボ ラン テ ィ ア ．（4 歳坦）　、　、　　 ，，．　！ 　　　　．　▼　．　　　　　 ’　伽

　　　　　　　　　　　　 L　l　　　　　　　　　　　　」　　．’
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